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1. 目標

(Minamide et al., 2020)

ハリケーンHarvey (2017)の
アンサンブル強度予測実験

→何が違ってこのような予測の
ばらつきが生じるのか、理解
できていない。
→大抵は初期値の不確実性しか
考慮出来ていない

→現状の数値天気予報におけるアンサンブル予測は(a)のよう
に初期値・境界値のみの不確実性を見ている
→本研究ではモデル選択・モデルパラメータを含めた大規模
気象シミュレーションに内在するすべての不確実性を効率よ
くベイズ推定するソフトウェア基盤の構築を目指す
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2. 課題A: 気象シミュレーションの不確実性定量化手法の開発

計算格子が解像できないプロ
セスのパラメータリゼーショ
ンを行うモデルの選択と、そ
のモデル内のパラメータの不
確実性を両方定量化する

Wisteria/BDEC-01の
計算+データ+学習の力を引
き出してリアルタイムにそ
の場その場のシミュレー
ションに内在する不確実性
の定量化を可能にする！



3. 課題B:不確実性情報を付加した極端気象データセットの
整備と解析

世界初！最新鋭の静止気象衛星の全天候観測とシミュレーショ
ンの統合による、アンサンブル情報を付与した台風の再解析/
再予報データ
この膨大なデータを解析することで台風予測の不確実性の起源
に迫る

台風アンサンブル再解析/再予報
データ
• 台風150個の再解析を60アン
サンブル、空間解像度2km
で提供

• 全天候静止気象衛星同化で
高品質を実現

• 台風以外の極端気象も視野
に入れる

• 全世界の気象コミュニティ
に向けて共用予定

4. 今後の予定
研究項目 FY2022(1年目) FY2023(2年目) FY2024(3年目)

A; 気象シミュレーションの

不確実性定量化手法の開発

(担当：澤田、Duc、Islam、中島，

塙，松葉，八代，荒川，住元)

・アルゴリズムの高度化

・WRFでのテスト

・Wisteria/BDEC01に最適化

されたソフトウェア開発

・ソフトウェア基盤の公開

B: 不確実性情報を付加した極端

気象データセットの整備と解析

(担当：南出、橋本、河合，八代，

中島)

・version 1の構築と性能評

価

・データセット整備と解析

手法の開発

・version 1の構築完了/公開

・version 2の構築と性能評

価

・version2の構築完了/公開

・データセット解析による

新奇な予測可能性研究


